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平成 三 年の 大学設置基準の 大綱化 ･ 自由化に よ っ て ､

大学教育におい て も､ 一

連 の規制緩和が 図られ､ そ れ

にともない ､ 幅の 広 い範囲か ら教育プ ロ グ ラ ム を選択

する こ とが可能に な っ た｡ そ の 結果 ､ 各大学 ･ 学部は

それぞれの教育方針を ある程度自己決定する状況に置

かれ , 多岐にわたる問題が検討の対象になるに至 っ た ｡

そ の 間題の
一

つ に ､ ｢ 教養教育 ･
一

般教育+ と は何 の

ためにあ る の か ､ とい う議論がある｡ 周知 の ように ､

教養課程と専門課程 との 区分が法的な拘束を失い ､ 教

養教育をより重視す るこ とも､ 軽視する こ とも各大学

に任されることにな っ た ｡ 教養教育は､ 法的拘束か ら､

オ プ シ ョ ン に移行 した の で あり､ そ の 意味づけ に つ い

て は各大学 ･

学部 の 見識に任されたわけで ある｡

そ の 際､ 大学関係者の 多くは ､ 建 て前とし て は ､ 教

養教育の 重視を唱 えた ｡ そ して ､ 教養教育の 意味を再

確認 ､ そ れ ど こ ろか新たに賦活す る絶好の機会で ある

と考える人々 も､ 主 流で は ない が存在 した ｡ しか し､

残念なが ら､ そ の 流れ もまた ､ 教養教育を拡大
･

発展

する契機にな っ た とは思われない ｡ 実状を見ると ､ 教

養教育の 比重が以前 より低下 したと見る べ きだろう ｡

せ い ぜ い ､ 教養教育は ､ こ れ ま で の 質お よび量 の維持

が図られ て い ると い うの が無難な整理 となる ように思

われる｡

こ の ような教養教育軽視の流れは ､ 学生および教官

双方に見られ る専門指向を反映 して い る｡ 新潟大学人

文学部で は ､ こ の 流れに抗 して ､ 教養教育に新た な意

味を与え ､ 専門教育と教養教育を融合させ ようとする

見地から ､ 平成七年度 より ､ 三 ､ 四 年次におい て履修

され る､ これま で の教養教育とは異な っ た新 しい ｢ 教

養教育 ( 教養ⅠⅠ種)+ を実施 して い る｡ と こ ろが ､ こ

の よう な新 しい 試みに対 し て ､ 学生 の 多くは ､ ｢ な ぜ

三
､ 四 年次にお い てまた教養教育を学ばねば な らな い

の か+ とい う不満を懐き ､ 教官 の 中にもそ の声に同調

する者も少なくない ｡ おそ らく ､ ｢ 専門なき教養が空
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虚で あ り ､ 教養なき専門が盲目で あ る+ と い う認識が

存在しな い からな のだ ろう｡ こ の ような学生 ･ 教官双

方に見られる態度は ､ 教養教育に対す る暗黙の 前提 ･

認識を表すもの で あり ､ 教養教育の 意味を再検討する

材料を提供 してくれる｡

確か に ､ ｢ 教養教育+ をい か に美辞麗句で 飾ろうと

も､ 学生が大学で学ぶ べ き こととして 設定 して い る こ

とが ､ 特定 の 専攻分野 ･ 専門科目 で あり ､ ま たそ のた

めに志望する学部 ･ 学科を決定 した経緯もある以上 ､

教養教育を軽視する ことは理解に難くない ｡ ま た ､ 他

方 で ､ 教官 の 側にも､ 研究業績 ､ しか も特定の 専門分

野における研究業績の みが ｢業績+ と して評価される

状況に ある以上 ､ 必ずしも自分の 専門分野 ･ 業績と結

び つ きにくい 教養教育が ､ 専門研究の障害になると考

え る ことは理解できな い こと で はな い ｡

つ ま り ､ 学部教育や大学教育の あり方 ､ 教養教育の

理念などを考えずに ､ 自己の 利害関係か ら､ ｢ 大学設

置基準の 大綱化 ･ 自由化+ を受けとめるならば､ 学生

に しろ教官に しろ ､ 教養教育を名目上 の もの にする契

機と した い の が ､ 人情 の常 で あり､ 事実とし て前提す

る しか ない ｡ しか し､ 事実を追認する ことに満足す る

ならば､ 組織が惰性に流れる こ とを事後承認する こ と

にとどま っ て しまう ｡ ｢ 理念+ が い か に空論で あ ろう

と､ 与 え られ た事実が理想的なもの で なけれ ば ､ 事実

の流れに抗するた めに は ､ ｢ 理念+ を出すしかない よ

うに思われる ｡

こ の ように考えれば ､ こ こ で問題とな る の は ､ や は

り ､ 教養教育の 理念､ 意味を再検討す るこ と で は ない

だろうか ｡ 再 三再四論 じられてきて ､ 食傷気味の 問題

で あると して も､ 根本的か つ 未解決の 問題で あ り､ ま

た常に問い 直される べ き問題で ある以上 ､ ま たもや こ

こ で論 じる ことは無意味とは限らない はずで ある｡ む

ろん の こ と ､ 基礎教育 ､

一

般的教育と して の教養教育

は ､ 現状 のまま で は確かに魅力の 多い もの で はない ｡

大学を出て しまえば､
一

生縁 の ない 知識をカ タ ロ グ夙

に学ぶ こと ､ 知的好奇心を刺激するもの で なく ､ ル
ー

テ ィ ソ ワ
ー ク と し て営まれ て い る作業を 聞く こと は ､

大義名分におい て 必要なもの で あろうと ､ そ し て 必要

とす る通念が存在 して も､ 教養教育が大学教育におけ

る中心的な位置を占める ことは現状の ままで は不可能

で ある ｡ 当然 の こ となが ら､ 教養教育の 改善が今後進

め られる とい う前提におい て 話が進められる｡

そ の ような前提に立 つ と して も､ こ れま で の ような

教養教育を中心 に据える べ き であるとす るの は極論 で

あるかも しれない ｡ しか し同時に ､ 現在における大学

の 機能か ら考え れば ､ 学部四年間の 教育は ､ 広義 の

｢ 教養教育+ と考え る べ き では ない だろうか ｡ こ の 論

考は ､ こ の私見を裏づ ける こ とを目指すの で はなく､

む しろ ､ ｢ 教養教育+ もはや こ の 名称も大学にお

ける初等
一 般教育と いう悪 しき連想を引き起 こすが故

に実は捨て られる べ き で あると考えるが は ､ 予備

的教育､ 学力補正教育 ､ 専門基礎教育に とどま るもの

で は ない こ と､ そ して もしそ うで あるとすれば､ ｢ 教

養教育+ はどの ようなもの と.して ある
べきかとい う こ

と で ある｡ そ し て ､ 特 に 三 ､ 四年次におい て考えられ

る ｢ 教養教育+ は い かな るもの にな る べ きかに力点を

おい て論 じて い きた い ｡ 迂路となるが ､ こ の 問題をい

わゆ る ｢ リ テ ラ シ
ー

+ の 問題と絡め て論じて い く｡

I . リテラシ ー につ いて

リテ ラ シ ー (li t e r a c y) は ､ 最近 の 大学教育におい

て ばか り で なく ､ テ レ ビ番組の テ
ー

マ に登場するほ ど

の 流行語とな っ て い る ｡ ｢ イ ン フ ォ メ
-

シ ョ ソ ･ リ テ

ラ シ
ー

+ ､ ｢ コ ン ピ ュ
ー

タ
･ リ テ ラ シ ー

+ ､ ｢ メ デ ィ ア
･

リ テ ラ シ ー

+ ､ ｢ カ ル チ ェ ラ ル ･ リ テ ラ シ ー

+ 等 々 ､

実 に枚挙に い とまがな い ｡ カ タ カナ の 頻用という軽薄

さ へ の感情的反発は問題外として も､ それぞれの用語

の 内実も使用者に よ っ て様々 で あり ､ 決 して安定した

もの で はない ｡ 新 しい 用語の 通例と して ､ 意味が不安

定なの は仕方ない と して も､ 現在 の と こ ろ､ ネ
ー

ミ ン

グが先行 して ､ 内容空疎とい うの が実状で ある｡

こ の ように名称先行型の リ テ ラ シ ー
･ ブ ー ム は､ リ

テ ラ シ
ー

( 読み書き能力 , 文字操作能力) が ､ 平 明な

概念で あるように見え て ､ そ の 来歴には ､ 歴史的前提

が あ っ て ､ そ の前提が必ず しも当然の もの で はない こ

とが見え てきたからで あろう ｡ そればか り で はな い ｡

現在 の 情報化社会で 求め られて い る能力が ､ く高度な

技術的知識 ･ 能力) ､ く情報を創造 ･ 発信する能力)

ばか り で なく ､ ( 氾濫す る情報か ら有用な情報を選択
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的に受容す る能力) ､ ( 批判的に対処す る能力 ･ 態度)

という､ 基礎的な能力が必要であるという認識が広が っ

て い るからだろう｡ ｢ 情報リ テ ラ シ
ー

+ が そ の ような

情報 - の批判的摂取能力と解され ､ 重視されるに至 っ

て い る の は上記の 背景があるか らと考えられる｡

リ テ ラ シ ー は ､ ｢ 読み 書きそ ろばん+ と いう 日本の

伝統的
･

基礎的能力におい て ､ 多く の部分を 占める こ

とか ら分か るように ､ 人間社会に住まうため の基礎的

能力で ある｡ 他者との コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ を成立 させ

るの に必要な基礎能力 ･ 技術と換言 して もよい ｡ そ の

ような用法を踏まえ ､ リ テ ラ シ
ー

を広義に解すれば ､

知識 の対象と して学ばれ る ･ 学習される べ き こと で あ

る よりも､ 学 ぶ こ とを可能にする ､ 前提と して の 基礎

的能力なの で ある｡ 学ばれるよりも､ 身に つ けられる

べ きもの ､ 教育させ る べ き事柄とい うより ､ 教育の 成

立する前提で ある ｡

と こ ろ で ､ コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 基礎能力は ､ 必ず

しも ｢ 読み書き+ と い う文字を媒介する能力で ある必

要はな い ｡ 西洋 の近世以前の 時代､ 日本におい て も､

江戸時代以前 ､ 無文字社会におい て ､ 基礎的 コ ミ ュ
ニ

ケ -

シ ョ ソ 能力は ､ ｢ 話 し吉葉+ で あ っ た ｡ リ テ ラ シ ー

が ､ 第
一

義的な コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 能力とな っ た の は ､

せ い ぜ い活版印刷術登場以降の ことな の で ある ｡

か と い っ て ､ リ テ ラ シ
ー

の 位置づ けを相対化 し､

｢ 声 の文化 ( o r ali t y) + を復権す べ きと い う復古主義

が現在､ 選択される べ き方策とも思えな い ｡ む しろ ､

重要な の は､ リ テ ラ シ ー が相対的なもの で ､ 時代毎の

｢支配的なリテ ラ シ ー (d o m i n a n t lit e r a c y) + は変遷

すると い う こ と で ある｡ も し､ リ テ ラ シ
ー

が 情報リ テ

ラ シ
ー

､ コ ソ ビ ュ
ー

タ ･ リ テ ラ シ ー

と い うように広義

に用い られ､ しか もそ の ような新 しい ､ 様 々 なリ テ ラ

シ ー が ､ 基本概念と して 意味を持 つ ならば ､ ｢ リ テ ラ

シ ー

+ は ､ 文字 (1it t e r a) に 関する能力に限定されず､

コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ に関する基本的能力と して 拡大解

釈する ことも許されるはずで ある ｡ こ の ような用語法

が認め られるならば､ 中世か ら現代における ｢ 支配的

リ テ ラ シ ー

+ は ､ 声 に関する能力 ( オ ラ リ テ イ) ､ 文

字に関す る能力 ( 狭義の リ テ ラ シ ー

) ､ 映像 の 能力

( メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー ) ､ コ ソ ピ ュ ー

タ の 能力 ( コ

ソ ビ ュ ー タ ･ リ テ ラ シ ー

) へ と変遷 し てきたと整理す

る こともできる｡

こ の ようにリテ ラ シ
ー

を情報の 運用能力として位置

づ ける方向も存在 して い るが ､ そ の 一

方 で ､ 先 ほ ど触

れた ように ､ 氾濫する情報 - の批判的態度もまた ｢ 情

報リ テ ラ シ
ー

+ と呼ばれた りもす る｡ 情報を操作する

能力ばかり で なく ､ 情報に批判的に対処する能力もま

た ｢ リ テ ラ シ ー

+ と呼ばれて い る ｡ ｢ カ ル チ ェ ラ ル ･

リ テ ラ シ ー

+ が何らか の 意味を持ち､ 今後概念と して

定着すると したら､ 文化を批判する能力と して で しか

ない だろう｡ こ れか ら考えて い きた い の は ､ そ の よう

な様 々 な ｢ リ テ ラ シ
ー

+ と 教養教育が どの ように関わ

るか と い う こ と で あ る｡

2 - I . 人文系科学 と学力評価

こ こ で ､
一

見無関係に見えるが ､ 学力評価の 問題に

転じる｡ 学力評価は - たをすると､ 学部教育の 勤務評

定と して の 自己評価の
一

項 目と して 考え られやすい ｡

しか し､ 学力評価にな じみやすい学力とは ､ 学力 の ほ

ん の 一

部 で しかな い ｡ 具体的な数値と し て結果を出 し

やすい 形式で実施され る学力評価は ､ 数値と して 計測

しにくい 学力 ､ しか しながら以前より重視される よう

にな っ て い る学力

｢ 主体性+

例えば ｢ 自発性+ ､ ｢ 創造性+ ､

と い っ た もの を切り捨て る こ とに結び

つ きやすい ｡ そ し て ､ ｢ リ テ ラ シ
ー

+ を 広義にと り ､

｢ 文化的なリ テ ラ シ
ー

( c u lt u r a l li t e r a c y) +

に つ い て は後に検討す る

内容

まで 拡張使用す るこ とが

許され る場合､ そ の ような能力は ､ 学力評価の 項目に

な じみ にく い もの と して 切り捨て られるこ とば 目に見

え て い る｡

｢ 学力+ とはそ もそ も何か ､ 特 に大学教育における

｢学力+ とは何か と いう困難な問い は回避するの が賢

明な方策で あると し て も､ 学力評価が何のた めにある

の か ､ 学力評価を論 じる ことが何の ためな の かとい う

問い は回避 しない で済ます こ とは できな い ように思わ

れる｡

現在 ､ 大学 の 自己評価の 流れ の 中には ､ 学生 の学力

評価を どう行うかと い う こ とが 一

つ の 問題 とな っ て い

る｡ 例 えば､ 人文系科学におい て は ､ 成績評価は ､ 試

験､ レ ポ ー ト､ 発表､ 出席などによ っ て なされて い る
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が ､ そ の基本となるもの は ､ 試験 ､ レ ポ - 卜で あり ､

そ の 主流をなす形式は ､ ほとん ど論述式の もの で ある ｡

もちろん の こ と ､ 文献 ･ 資料が解読で きて い るか ､ 概

念を理解 し て い るか ､ な ど に つ い て ､ 客観的な判定基

準を設定 しやすい試験もなされて い るが ､ か なり の 部

分は判定基準が
一

定 しな い論述形式の試験 であ っ て ､

概 し て ｢ 主観的評価+ に よ っ て ､ 成績評価がな されて

い るというの が実状で あろう｡

こ の ような ｢ 主観的評価+ は学生に と っ て 不安 の対

象とな るもの で ある｡ そ れぞれ の担当教官 (成蹟評価

者) にお い て ､ 評価 の尺 度が異なるばか りか ､ 場合に

よ っ て は ､ 同
一

教官が年度毎に､ 場合によ っ て は時間

の経過と ともに変化する評価尺度が用い られる こ とも

あるからだ ｡ 自分 の成績が ど の ようなもの で ある の か ､

予想 しにくい とい う欠点がそ こに は見られる｡ い うま

でもなく ､ 当人 のお こな っ た 努力に対 して ､ それに見

合う成果 ･ 報酬が予想され ､ そ し て自己達成感と比 例

す る場合に ､ 学習意欲は促進される｡ 論述式試験に対

する主観的評価 ､ しかも不安定で予想の 困難な評価が ､

成績評価と して 用 い られる場合 ､ 学生 の学習意欲をそ

ぐとい うこ とにもな りかねない ｡ もちろん の こと､ 高

い成績評価を得ようとする意欲が学生の中に生じるた

めには ､ ア メ リ カ合衆国の 諸大学におけ るように ､ 成

績評価が大学内部におい て の み通用するもの で はなく ､

実社会におい て も通用 し､ 大学 で の成績評価が実社会

における人物評価に連動するもの にな っ て い なければ

ならない が ､ そ の 問題は こ こ で は措く｡

さ らにまた ､ こ の ような ｢ 主観的評価+ は ､ 学生 の

学力評価が ､ は た し て適切 ･ 公正に評価されて い るか ､

と い う吟味がおこ なわれた場合､ そ の評価の 適切さ ･

公正 さを裏づける論拠を示 しにく い と い う こ とがある ｡

しか しなが ら､ 主観的評価 - の懐疑心か ら ､ 客観性

- 過度に傾斜する こ とは ､ か え っ て様 々 な弊害を引き

起 こすもの で あり ､ こ の こ とは ､ 既 に大学入試に つ い

て の議論におい て 十分に認識されて い る こ と で ある ｡

自然科学系の 科目は別で あるが ､ 文章 ･ 資料 ･ 概念 ･

歴史的事項などに つ い て ､ 主観的評価を 一

切廃 して ､

客観的評価を行おうとすれば ､ 試験 におい て 可能な設

問は ､ 空欄補充か選択問題に な っ て しまう｡ 当然 の こ

となが ら､ 記憶力 ･ 知識量偏重の試験 になりやすい ｡

と こ ろが ､ 自然科学系の科目ばかりで なく ､ 人文科学 ､

社会科学系の科目におい て も､ 評価される べ き学力と

して存在するの は ､ 記憶力 ･ 知識量だけ では な い ｡ 情

報 の 量が人知の 範囲を超え て 増大 し､ 知識 の 保存が

C D や M D に頼らざるを得ない 時代におい て ､ 知識量

が主と して評価される べ き学習成果で あるとも思えな

い ｡ そ して ､ そ の ような客観テ ス トが な じみにくい学

問領野が存在することは確か で ある ｡

そ の 上 ､ ｢ 客観 テ ス ト+ は そ のままで 客観性を備 え

て い るわけ で はな い ｡ 客観 テ ス トが客観性を得 るため

には ､ 評価 の尺度が普遍性 ･
一

般性を備え て い なけれ

ばならない だろう｡ たとえ試験が体裁におい て ｢ 客観

テ ス ト+ で あ っ て ､ そ の テ ス トの 受験者全体に対 して

同 一

の 尺度を提供す ることが で きるとして も､ 得られ

た評価結果が ､
一

般性 ･ 普遍性を備えて い るとは限ら

ない か らだ｡ 試験 の仕方が客観的であ っ て も､ 結果と

して 得られた数値を評価 と して使用する基準は客観的

で はな い ｡ 例 えば､ 語学に関する客観試験があ っ た と

して ､ 6 0 点を年 々 歳 々 合格 ライ ン とする こ とは ､
一

見

合理性を備えた基準で ある ように見え て ､ か え っ て場

当たり的で あり ､ 個人に よる主観的評価と大 した差が

ない どこ ろか ､ か え っ て窓意的で さえある｡ たとえば ､

あ る同
一

科 目に つ い て ､ 60 点以上 の 合格者の割合が ､

A 大学におい て8 0 パ
ー

セ ソ トで B 大学 で6 0 パ
ー

セ ン ト

で あ る こ とが ､ 学生の 学力評価に直結 しな い の は い う

ま で もなく ､ 同
一

科 目に つ い て ､ 同 一

大学 の A 学部と

B 学部 の 合格率に差があるか らと い っ て ､ 必 ず しも学

力評価に直結するわけで は な い ｡ こ の こ とは ､ 同 一

科

目 ､ 同
一

教官の 場合で あ っ て も､ 採点基準に揺れが あ

れば､ 必ず しもこ の難点を免れるわけ で はない ｡

も し大学生の 学力評価を ､ 客観的に ､ そ して ､ 全国

の大学 ､ しか もす べ て の学部に適用 しようとすれば､

学問領野が多種多様 で ある以上 ､ そ の領野に踏み 込ん

だ評価で はなく ､ 就職先 ･ 就職率と い っ た 目に付きや

すい もの で 計る しかなくなる ｡ 学力が計りがた い場合､

学力と の 関係が疑わ しい と して も､ 具体的な数値で ､

調査 しやすい もの が指標の 代わりに用い られる ことば

よくあ る｡ も し学力評価が ､ 大学 の ラ ソ ク付けの た め

に存在するの で あれば , 大学入試の ｢ 偏差値+ が存在

する以上 ､ 無用 で あ るとは い え ､ 意味がな い わけでは
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ない ｡ しか し､ も し学力評価が ､ 大学 の ラ ソ ク付けの

た め で はなく ､ 教育改善､ しかも学生にと っ て の教育

改善の ため にある の ならば､ 数値化され､ 序列化され

た数値と して の 学力評価は ､ 無用 で ある より有害で あ

ろう｡

人文系科学の学力におい て ､ 考 えられる べき ことば ､

主観的評価をい かに して廃するか で も､ また ､ 客観 テ

ス トをどの ように導入す べ きか で もな い ｡ 大学入試に

おい て も､ 数多くの大学が小論文の 導入 に踏み切 っ た

の は ､ 主観的評価の不 安定さにも関わらず ､ 学力 の総

合的評価を しなければならない 場合､ ｢ 客観 テ ス ト+

で は ､ 学力の ほん の
一

部 しか判定 できな い と い う認識

が拡が っ た からで あろう｡

したが っ て ､ 人文系科学における学力評価の 問題は ､

客観性をい か に高めるかという点に あるの では なく ､

む しろ公正 ･ 適切に評価する ことは どの ように して 可

能か ､ 評価 の基本的尺度はどこにおか れる べ きか ､ に

ある｡ こ の ように論 じる ことば ､ 師資相伝の 世界に舞

い戻る こ とを意図して の ことで は ない ｡ 確か に ､ 人文

科学系科目におい て も , 達成 目標は存在する｡ た とえ

ば､ 何らか の文学作品を理解するた めに も､ そ の 理解

を可能にする基礎的能力 ･ 基礎的知識は ､ ある程度の

幅を持ちながら､ 確固と し て存在する ｡ ただ し､ それ

らの 基礎知識
･

能力が ､ い わば必要条件と して ､ そ れ

な しに は理解がま っ たく不可能な仕方で存在 して い る

の で は ないと い う ことだ｡ 例 えば ､ 教養科目として の

｢ 文学+ ､ 専門基礎科目として の ｢ 文学概論+ が ､ 三 ､

四 年次 で 日本近世文学を専攻するため の必要不可欠な

基礎科目となるわけで は必ず しもない ｡ こ の 点 で は ､

数学 の特定の 公式を理解する場合に前提される予備的

知識とは事情が異なる ｡

そ の 上 ､ 学力評価が何らかの 達成目標 - の 指針と し

て存在 して い て ､ そ の 達成目標が ､ 個 々 の 学生におい

て違うとは い えない と して も､ 少 なくとも学科におい

て異なる場合 ､ 画
一 的 なカリ キ ュ ラ ム を用意する こ と

は で きないばかりか ､ 専門科目を履修するに足る学力

に つ い て の
一 様な基準は立て にくい ｡ つ まり ､ 大学四

年間で い か なる学力を獲得させ ようと して い る の か ､

い か な る学生を養成 しようと して い る のか ､ こ の 問題

が未解決のままで学生の 学力評価などできるわけ はな

い ｡ こ の 問題を未解決のまま ､ 出席率､ 合格率､ 合碍

者数､ 修得単位数などに よ っ て ､ 学生 の学力評価をお

こな えば､ 窓意的な数字の 羅列となるこ とは目 に見え

て い る｡ つ ま り､ 人文科学系科目におい て ､ 学力評価

が到達目標と連動 し､ 到達目標が
一

様 なもの になりに

く いた め ､ 学力評価を 同
一

の 尺度によ っ て 行うこ とは

困難で ある｡

そ ればか り で はない ｡ 確 かに ､ そ もそ も学習する順

序が範型化 しやすい 学科で あれば ､ 次の ス テ ッ プ に進

むため の 能力を備え て い るか どうかと い う ことが ､ そ

れぞ れの 科目におけ る尺度となる｡ そ し て ､ 人文科学

系学科に して も､ や はり漸進的な学問であ り ､ 学習 の

階梯は存在する ｡ しか し､ そ の階梯の あ り方は ､ 決 し

て特定の 順序におい て学ばなければ､ 所定 の 目標に到

達できな いと いうようにはな っ て い ない ｡ 多くの場合､

複数 の 道筋があり､ しかもそ の なか の
一 つ の 道筋にお

い て さえ ､ 望ま しい順序は必ず しも 一 つ で はない ｡ 学

ぶ老 の適性 ･ 能力によ っ て 差異も出て くる ｡ つ まり ､

人文科学系科 目におい て ､ 相対評価を行う こ とは 今後

も行われ続け､ 主要なる評価方法 となるもの だが ､ 学

力評価が ､ 個 々 の学生の 学問的達成の 見地から考えら

れるならば､ 絶対評価も必要で あろう｡ 特 に ､ 様 々 な

入試方法に よ っ て 多様な学生が入学 して い る現在 ､ 均

質な相対評価をより広く用い る こ とは ､ 管 理教育の 名

前を免れられない だろう｡

図式化するならば､ 自然科学における学習の道筋は ､

一

通り でなくて も､
一

つ の 収赦点を有し､ 組織的なも

の になりやすい とい う点で ､ ツ リ
ー

型 (樹状型) の 学

習様式を備えて い る｡ 他方 ､ 人文科学は ､ た とえ ､
一

つ の 収赦点を有 して い るとし て も､ 複数の学習の 道筋

が存在 し､ そ の 道筋の それぞれにおい て も順序は唯
一

無 二 の もの で はなく ､ バ イ パ ス があ っ た り ､ 途中 で別

の 道筋に移る ことも可能だ っ た り して ､ ツ リ ー 型 の学

習様式をとる よりも､ リ ゾ
ー ム 型 ( 根茎型) の 学習様

式を とる ように思われる｡

こ の ように ､ 人文科学系科目におい ては ､ 学習課程

を画
一

化する こ とが難 しい ばか り で なく ､ 最終的な目

標が卒業論文の ように ､ 学生
一

人
一

人に つ い て異なる

場合 ､ 学習課程は多様化せ ざるを得な い と いう ことが

ある｡ こ の こ とば ､ 各学生を専門家と し て養成する こ

- 18 -



とで あり､ したが っ て専門科目 の重視 ､ よ り効果的な

専門家の 養成を目指す ｢ 専門主義+ を招く ようにも見

える ｡ しか し､ 以下に見るように ､ 学習課程の多様性 ･

個別性を強調する ことは ､ 必 ずしも ｢専門主義+ を含

意するの で は な い ｡ む しろ ､ カ リ キ ュ ラ ム の 多様性 ･

個別性は ､ 新 しい 意味で の ｢ 教養教育+ を前提すると

考え てみ た い の で ある ｡

2
-

2 . 漸進的学問の様式

さて ､
一

般に学習様式として は､ 漸進的 ･ 段階的 ･

発展的学習が基本形とされて い る ｡ 例 えば､ 義務教育

におけ る英語 ､ 数学な どがそ の典型で ある｡ 麦, る年次

におい て学習する内容の順番に多少の違い があ っ ても､

そ の 年次におい て学習される内容はどの教科書を用い

て もほぼ 同 じ であり ､ 次年度に学習され る内容は ､ 前

年度の 学習内容を踏まえて い るわけである｡

こ の ような学習様式をも っ た科目におい て は ､ ｢ 教

科書+ と いうもの が成立 しやすい ｡ 大学 の科目におい

て も､ 毎年同 じ教科書を用い る ことが でき ､ 教科書が

別の 教科書とカリ キ ュ ラ ム に沿 っ た連関を持 つ ような

場合､ そ の ような科目は ｢ 漸進的
･ 段階的科目+ で あ

り ､ ツ リ
ー

型 の 学習様式を持 つ ｡

そ もそも学力評価が可 能な の は ､ 特定 の到達目標が

存在 し､ そ の 到達目標に至 るまで の 中間目標が ､ 何ら

か の仕方で階梯となり得るからで ある ｡ た だ
一

つ の プ

ロ グ ラ ム が ある場合にのみ可能になるとい うの で なく ､

比較的少数の模範的プ ロ グ ラ ム が存在 して ､ 教師が ､

そ の プ ロ グ ラ ム の 中か ら何らか の もの を選択 して ､ 中

間的到達目標の順序が定ま っ た場合に ､ カ リ キ ュ ラ ム

が成立す る｡

大学教育の場合､
一

年次から四年次 へ の 教育編成に

おい て ､ 四年次における卒業研究にむけ て ､
一

年 次か

ら 三年次にか け て ､ ど の ような科目を どの よう な順序

で学ぶ べ きか ､ 体系化 しやすい 学問領野は確か に存在

する｡ こ の ような ｢ 漸進的 ･ 段階的学問領野+ におい

て は ､ 初年次におい ては ､ 基礎的な知識を幅広く学び ､

年次が上 が る毎に ､ よ り専門的で 専門性を帯びた比較

的狭い 内容を学ぶ と い う こ とになる｡

こ のような学問領野におい て は ､ 特定 の 科目に閲す

る学力評価の 尺度を考え る ことは比較的容易で ある ｡

つ まり､ 次の ス テ ッ プ の 学習能力 ･ 知識
･ 技術を身に

つ けたか が ､ 目安になるからで ある｡ しかも､ 教科書

が複数存在 してい て も､ そ の教科書が全国的に広く用

い られて い るもの で あれば､ そ の 教科書を
一

般的尺度

と し て用 い る ことが で きる｡ もちろん ､ そ こ でも尺度

の 普遍性 ･
一

般性 ･ 不変性は中心的問題とは必ず しも

ならない ｡ 次の 学習 ス テ ッ プ の 内容が異なれば同
一

の

尺度 で測る ことは で きない か らで ある｡ 例 えば､
一

年

次におい て ｢ 線形代数+ を学習する に しろ ､ 二 ､ 三 年

次におい て数学科に進学するか ､ 生物学科に進学する

か で到達目標も評価の尺度も異な っ て くるからである ｡

こ の ような漸進的学習の モ デ ル が ､ 学習 の基本形に

なるの は 当然の こと で ある ｡ そ して ､ たとえ漸進的学

習が馴染みやすい とは い えない領域 ､ たとえば文学研

究におい て も､ 卒業論文が到達目標とされ ､ そ の 目標

- の 漸進的カリキ ュ ラ ム が 立 て られる の が妥当な教育

方法で ある｡ しか し､ そ もそも ｢卒業論文+ が何を目

指すもの なの か ､ す ぐれた卒業論文とは何か ､ す ぐれ

た卒業論文によ っ て何が獲得され る ことに なる の か ､

と いう議論が ある以上 ､ 卒論を目標とす るカリキ ュ ラ

ム が学習の順序の 変更を許容 しない段階的カリキ ュ ラ

ム で あ るか は微妙 で ある｡ 論文 の評価には ､ 複数 の 評

価尺度が存在するの が通例 で あ る以 上 ､ カ リ キ ュ ラ ム

も許容度をも っ たも の になるはずで ある ｡

卒業論文が ､ 学習内容の再統合 ､ 再構成 の側面を有

するとすれば ､ 学習 した 内容を寄せ集め るだけで はな

く ､ そ こ に 一 つ の 統
一

性 ･ 体系性 (方法論もそ こには

含まれるだろう) を､ 学生自身が見出さなければなら

な い ｡ こ の ような体系性は ､ 知識を無批判的に摂取 し

て い く ことか らだけ で は決 して 生 じな い ｡ 知識 ･ 思想

の 拠 っ て 立 つ 前提 - の 顧慮 ､ つ まり批判的能力が なけ

れば ､ 体系性は生 じない の で ある｡

漸進的学問におい て は ､ 知識 ･ 技能蓄積型学習が模

範的なもの となるが ､ 蓄積型ではな い 学問も存在する｡

知識や科学が拠 っ て立 つ 前提を批判的に考察するメタ科

学 ･

メ タ理論は ､ どう して も批判と し て の機能が主で

あ っ て ､ 知識 の蓄積は必要であ っ て も､ 主眼とするもの

ではな い ｡ 批判的な学問におい て は ､ 学習課程も異なる

もの になる｡ こ こ で ､ 批判的な学習 ･ 学問に目を転 じる｡
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3 . 批判的な学問の様式

上記の ように漸進的
･

.段階的な学問領野におい て は ､

学力評価を､ 他大学との ラ ン ク の比較､ 学生 の優秀性

の 宣伝の た めに用い ようとす るの で なければ ､ 説得力

を持 っ た尺度をも っ て実施す るこ とば可能で ある ｡

と こ ろが ､ 人文系科学の ように ､ 漸進的
･ 段階的学

習には必ず しもなじまない学問領野も存在する｡ もち

ろん ､ そ の ような学問領野にも基礎的学習の部分は存

在する ｡ 語学 ､ 文章作法 ､ 基礎的な歴 史的知識な どな

どは ､ 初年次に学ばれる べ き こと で あり､ そ の 上 に専

門的学習が積み重ねられる べ き で ある ｡ しか し､ そ の

後 の学習は直線的な積み重ね の ようになされるわけ で

はない ｡ 行き つ戻 り つ し､ 場合に よ っ て は学習を進め

る ことに よ っ て ､ 当初 の 出発点に戻 っ て しまう場合も

少なくな い ｡ ま た ､
一

見すれば､ 専門外の 知見が学習

の行き詰まりにブ レ
ー ク ス ル ー

を もた らす場合もある｡

つ ま り､ 縦割りされた ､ 狭い 幅 の領域を登 っ て い く

ス タ イ ル で はなく ､ い く つ もの糸が交叉し､ 時には ル
ー

プ をなし て い る ス タ イ ル ､ こ れが人文系科学の学問 ス

タ イ ル な の で ある ｡ 時 には ､ こ の ような学問 ス タイ ル

が ｢ 非科学的+ と呼ばれ ､ 自然科学の ス タ イ ル に盲従

し､ 実証性をやみ くもに求めた時代も存在した ｡

努力の 積み重ね と い う量的発展が ､ 質の 向上 ･ 発展

に直結するとい う楽天的な努力観が支配的な時代もあ っ

た し､ ま たそ の ような成果を期待 しやすい 学問領野も

存在する｡ しか し､ 人文科学の 場合事情は若干異な る｡

人文科学 (h u m a n i ti e s) と い う分野 は ､ 学問を ツ ー

ル と して 結果を生産するもの で はなく ､ 学習者
･

研究

者自身 ､ そ して そ の 文化的産物そ の もの が ､ 人文科学

の対象とな っ て い る ｡ 産出された結果がまた別の結果

を引き起 こ し､ ま たそ の 結果が別の結果を引き起 こす

と いう線状的
･

連鎮的な機構を形成 して い る の で はな

く ､ 産出された結果が ､ 産出する老の 条件の 中に組.み

込まれて ､ 産出された結果も変様を受ける ､ と いう の

が ､ 人文科学の特徴 である｡ 換言すれば､ 何事か を探

求する こと自体が探求の対象となるわけで ある｡

こ の よう な自己 回 帰 的
･ 反省 的 特質が ､ 批判

( c riti c) ､ 基礎論､ 反省的学問､ 虚字等々 の 名称の も

とに呼ばれようと､ ほぼ同じ事態に根ざして い る｡ ち ょ

うど､ 哲学におい て ､ 端的に存在するもの の 存在で は

なく ､ 存在の 意味を問わずには い られない 存在者の存

在が ､ 枢要な る位置を占め る ように ､ 産出された結果

を批判的に扱う学問の 意味は決して軽い もの で はない ｡

先 にも触れたが ､ 卒業論文は知識蓄積的営為なの で

は なく ､ 方法論に基づく､ 知識 の 体系的統合と して の

批判的営為なの で ある ｡ 自分自身の 知の配置を僻撤 し

て 欠如 して い る知識を補い ながら再統合して い くと い

う意味におい ても ､ 自分の 思惟を他者に伝え るた めに

対自化 して 言語化すると い う意味におい て も､ 卒業論

文は批判的営為なの で ある｡ ツ リ
ー

型 の学習様式にお

い て は ､ 学科 ･ 科 目そ の も の の 方に方法論的統
一

性 が

ある程度備わ っ て い る以上 ､ 知識 の 蓄積そ の も の が統

一

性を持 つ こともできる ｡ しか し､ リ ゾ
ー ム 型 の学習

様式を も つ学科 ･ 科 目におい て は ､ 学習者自身の批判

的な統合がなければ ､ 学習内容は断片的知識の 集成に

と どまる｡ 人文系科学におい て ､ 卒業論文が重視され

るの は以上 の経緯によ っ て な の で ある｡

換言するならば､ 上記の機能 ･ 機構は ､ フ ィ
ー ドバ ッ

ク機能と して位置づ ける こ とが 出来る｡.
一

般に フ ィ
ー

ド バ ッ ク機構を持た ない シ ス テ ム は ､ 政治的 レ ベ ル か

ら個人 ･ 個体 レ ベ ル に 至るまで ､ 自己崩壊する ｡ シ ス

テ ム を支配する原理が ､ 効率 の悪 い も の で あれば ､ シ

ス テ ム が暴走す るこ とは少な いが ､ そ の原理 が効率の

良い ､ 生産性の 高い もの で あればあるほ ど ､ そ の 支配

原理が過度に機能する場合､ 制御する機構が存在 しな

ければならない ｡ 支配的原理が強い もの で あればある

ほ ど､ 対抗原理も括抗する力を備えて い な ければなら

ない の である｡

単
一

また は少数の 原理 に よ っ て ､ シ ス テ ム の 効率を

最重要視する ｢純粋主義+ の 流れは ､ 歯止めない 発展

の先に ある落と し穴に日が行きにくい 傾向にある ｡

さ て ､ 現在 ､ 大学教育におい て も､ ｢ 社会の ニ
ー ズ+

が しば しば語られる｡ 大学設置基準の 大綱化とい う､

一

見すれば 自由化の 流れの 中で ､ 外 か ら強制 された

｢ 自己点検
･ 自己評価+ ､ 地域に開かれた大学 ､ リ カ

レ ソ ト教育､ 入学試験の 多様化､ シ ラ バ ス の作成､ 等

など､ 法的拘束によるの で は ない ､ 別種 の新 しい 外的

拘束が大学に課せ られるようにな っ て き て い る ｡ もち

ろん ､ こ れは大学の体質から して ､ 甘受する しか ない
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もの で ある ｡ 内部から制度を変え る機運はめ っ た に生

じ て こ な い から で ある ｡ ｢ 黒船+ が や っ て こ な い か ぎ

り､ 開国をしなか っ た ど こ か の 国と､ 似 た事情が ある

の だろう ｡ 批判的能力は ､ 自発性や主体性に結び つ く

可能性も有して い る ｡

また ､ 批 判的な視点は ､ 自分が獲得 して きた知識 ､

拠 っ て 立 っ て い る価値観 ､ 自分の 置か れ て い る状況か

ら､
一 旦 は自由にな っ て ､ つ ま り現実の拘束から退い

て ､ よ り広い 視点か ら考察する こ とを含意して い る ｡

批判的な視点は ､ 自分が創り出し つ つ ある現実をなす

がままに任せ るの で は なく ､ 制御 しようとするならば ､

必要とな っ て く る視点なの である｡ こ の ような視点は ､

専門主 義とは相容れな い もの で ある｡

3 . 専門主義の流れに つい て

さて ､ 大学設置基準の 大綱化
･ 自由化は､ 専門主義

の助長を図るもの では なか っ た が ､ 専門主義 - の 傾斜

を強め る好機と受け とめられた の も事実で あ っ た ｡ 学

部四年間の教育内容が ､ 専門家
･ 研究者の養成で あ る

ならば､ 大学教官は 自分自身が専門家
･

研究者で あ る

以上 ､ 自分 の学習課程に沿 っ て学生に教授すればよい ｡

そ して ､ 困 っ た こ とに ､ そ の 方が ､ 学生も教官も達成

感を持ちやす い と い う事情が ある ｡ つ ま り ､ 専門主義

は､ 制度的にも､ 心情的にも受け入れられやすい 素地が

整 っ て い るがゆえに､ しかも正当化しやすい ロ ジ ッ ク で

あるが故に ､ なおさら浸透しやすい 性質を持 っ て い る｡

専門主義が大学におい て支配的傾向となるため の前

提条件は ､ 以下 の通り で あろう ｡ 先ず ､ 教官の 側にお

ける条件として は以下の 要因が考え られる ｡

a ) 自分 の 専攻 して い る学問領域が ｢ 業界+ と して確

立 して い る こ と｡ つ ま り ､ そ の 学問領域が安定 した

ヒ エ ラ ル キ ー を構成 し､ そ の 内部で の序列 ･ 階級 の

昇進に強い 関連をも っ た専門誌が存在 し､ そ の専門

誌 へ の 寄稿 ､ 研究書の 出版を業績と して 評価する シ

ス テ ム が完成 して い る こと｡

b ) 教育業績よりも､ 研究業績が勝義の 業績と して 考

えられる傾向が広ま っ て い る こと｡

c ) 大学教官の存在理由が ､ 専門的研究にあ ると考え

る傾向が広ま っ て い る こ と｡

d ) 大学
･ 学部内で の人物評価が教育業績よりも､ 研

究業績によ っ て な される シ ス テ ム が公式の レ ベ ル な

らび非公式の レ ベ ル で成立 して い る こと｡

e ) 業界 レ ベ ル で ､ ま た大学
･

学部 レ ベ ル で ､ 各個別

的学問領域 ･ 学科ヰ目互の 間で交流が行われず ､ 縦割

り型の 人的配置
･

組織とな っ て い る こ と｡

f ) 教育 の 理念的目標が研究者 ( 大学教官) の養成､

つ まり自分に莱頁似 した人物の養成に置かれて い る こ

と ｡ ま たは ､ 専門性の より高い 人物を養成する こと

が ､ 学生 の 社会的評価 ､ 学部
･

大学 の社会的評価の

向上 に資す ると考える人物が多い こと｡

g ) 専門性を高め る ことが ､ 先進性に つ ながり､ ひ い

て は社会の 時代的要請 ･ ニ
ー ズ に応えると考え る人

物が 多い こ と｡

また ､ 学者と して の 地位保全の 観点か ら見 ると､ 上

記 の 諸要因は以下の効果と連動 して い る｡

a ) 全国 レ ベ ル で なく ､ 大学 ･ 学部 レ ベ ル で は ､ 専門

領域を設定 し､ しかも相互に干渉 しあう ことの ない

縦割り型の 方が ､ 各教官が ､ 占有領域を確保でき ､

そ こ か ら見込 まれる権益は
一

度､ 領域を確定を行 っ

た後は ､ 維持 しやすい こ と ｡

b ) 学際的研究 ､ 新しい 学問分野か らの ｢ 侵入+ が生

じた場合､ 排除す るの が容易で ある こと ｡

ま た ､ 専門主義 へ の 傾向にお い て ､ 学 生 の 側に見ら

れる要因と して は以下の もの が挙げられるだ ろう｡

a . 専門性を高め る ことが ､ 種 々 様 々 な ｢ 資格+ を取

得す るこ とと同じように ､
一 つ の ス テ

ー

タ ス に つ な

がり､ 実社会における評価に結び つくと考える傾向

が主流で ある こと｡

b . 専門領域を学ぶ こ とが ､ あ る集団 へ の 帰属意識に

結び つ き ､ 自己同
一

性を確立するの に有利に働くと

考え る傾向が主流で ある こ と｡

こ の ように ､ 専門主義を支え る契機は多数存在して

い る ｡ しか し､ 学部四年間で 専門家を養成 しようとす

る ことは ､ こ れま で の大学教育におい て よりも､ 短期

間に専門家を養成する ことで あり ､ い わば ｢促成栽培+

- の 傾斜を強める こ と で ある｡ しか し､ 促成栽培 - の

道は ､ 陸路 - の 道 の り で あると私には思われる｡ 大学

の 大衆化が進み ､ ますます ユ ニ バ ー サ ル 型 の 高等教育

が主流化 しようと し て い る時代にあ っ て ､ 専門主義を
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唱う こ とは倒錯した方針と言わ ざるを得ない ｡

4 . カルチ ュ ラル ･ リテラシ ー と ｢教養ⅠⅠ種+

これま で見て きた ように ､ 専門主義化 へ の傾向が ､

依然とし て ､ い やますます ､
一

部 の大学
･

学部 の 中 で

見られる ようにな っ て い る｡ 専門家を短期間に養成す

るには ､ で きるだゆ専攻領域を狭い もの にする必要が

ある｡ しか し､ 専門主義 - の 傾斜は決 して 望ま しい も

の とは考えられない ｡

以下 ､ こ こ で は ､ 箇条書きに論点を記 して おく｡

a ) 専門家を養成するに は ､ 学部四年間教育では短す

ぎるこ と ｡ 学問 の 高度化 ･ 専門化によ っ て ､ 専門的

教育は大学院におい て なされる こ と｡ 大学院におい

て ､ 専門的研究を行うため には ､ 専門領域だけに限

定されず ､ 関連領域に つ い て の知識 ･ 技台巨をも修得

してい る ことが望まれるが ､ 学部教育の専門家は視

野を狭陰なもの に しがちであり ､ 研究者の ため の基

礎的学習と して は弊害が見込まれる ｡

b ) 古い 大学組織における研究者の養成検閲の 大学で

あり ､ 研究者と し て の受け皿が ある場合､ 専門主義

へ の傾斜は受け入れられやすい もの で あると して も､

研究者養成が主 目的とはなりえない 組織におい て は ､

専門主義は自己目的と して の研究に結び つ きやすい ｡

c ) も し学部四年問教育の 中で ､ あ る程度､ 専門性を

も っ た学生を養成するには ､ 初学年の うちから ､ か

な り狭い 専門領域 ､ 四年間で専門家になれるだ け の

狭い 領域を各学生が見出 し､ 初年次か ら､ 他の 学問

領域には単位を修得するに足る最低限度の努力 しか

払わない ようにする しかない ｡ しか し､ こ の ｢ 専門

性+ は擬似的な専門性で しかない ｡ 研究者として足

る専門性で もなかれば､ 社会の ニ
ー

ズ に応えた専門

性で もない ｡ 確か に ､ 一

部 にお い て ､ 中学 ･ 高校の

教師､ 学芸員などにおい て ､ そ の 専門性が評価に足

る専門性と して認め られて い る領域もある｡ そ して ､

大学が教師の 養成機関の 要素を強く持 っ て い た時代

ならば､ ｢ 専門家+ の 養成は ､ 社会 の 要請に応えた

もの と い えるが ､ そ の よう な社会状況にはな い ｡ こ

れは ､ 人文学部だけ にあ て はまる こと で はな い ｡

こ の ように見る ならば､ 学部四年間の 教育の 専門

性を高め る方向に持 っ て い く の は ､ 転倒 した考え で あ

り､ む し ろ
一

般教育､ 専門基礎教育と して 位置づける

べ き で ある ように思われる｡

で は より具体性を持たせ て カリ キ ュ ラ ム を考えた場

合､ どうな る のだ ろうか ｡ 学部四年間の教育内容が ､

体系性 ･
一

貫性をも っ たも の とし てあるために は ､ い

かなる科目におい て で あれ､ 漸進性 ･ 段階的発展とい

う見地か らカ リキ ュ ラ ム が 立 て られなければならぬ の

は当然の理で ある｡ しか し､ そ の 方策が無批判的に専

門主義と相即 して受容されるならば､ これまで 見てき

た ように ､ 様 々 な弊害を生むこ とは明らか で あるし､

ま た大学の教育改善が専門主義の弊害の 是正 にあ っ た

こ とも見やすい道理 で ある ｡

そ の 場合､ 専門主義 へ の 危倶が ､ 全方位型の博学老

の養成を目標とす べ きだと い う こ とに つ ながれば､ こ

れまた現実逃避の 顛倒 した考え と言わざるを得ない ｡

漸進的カ リキ ュ ラ ム に基づく ､ 専門教育を廃止する こ

とは決して できない し､ また廃止されるべきで もない ｡

重要なの は ､ 専門教育と教養教育をどの ように融合し

て い く かと い う こ とで あ ろう｡

先 に述 べ た よう に ､ 専門主義は ､ 専門領域にお い て

課題と して設定されて い る こと の解決に視野が限定さ

れる結果 ､ 各自 の専門分野が学問全体､ または現在の

社会の 中で どの ような位置に あるの か ､ 何 が問い 求め

られて い る の か ､ と いう点に顧慮が及びにくい ｡ 大学

教官 ､ 研究者の数の 肥大化にともな っ て ､ 専門主義が

進行 し､ 専門領域の 細分化 ･ 多様化が進むに つ れて ､

専門的学問を全体的視野か ら批判的に考察する視点と

い うの は ､ なか なか困難な状況に ある｡

しか し､ 専門領域の 細分化が進ん だと し て も､ 研究

対象に足 る領域が こ とごとく踏破されて い ると い う状

況にあるの で もない ｡ 学際的研究､ 比較研究の名の も

とに ､ 学問領域の再編成が 図られた時期もあ っ た が ､

それにも関わらず ､ 孝だ研究の 及ん で い ない 分野はま

だまだ存在する｡ 少なく とも､ 研究者が国内に はきわ

め て少数 しか存在 しない 分野は多数存在する ｡ 業界 の

権益が大きく､ 保全の シ ス テ ム が安定 して い る分野に

おけ る研究者の数が圧倒的に多い からで あろう｡

こ の ような状況を僻撤し､ 専門的教育

で はな い
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がい か なる方向に向け られ る べ きか ､ ど



の ような問題が 問われる べ き ことと して 残 っ て い るか

と いう問題発見能力､ 課題対応型の能力は ､ 専門領域

内部に視野が 限定された学習態度から生じるもの では

ない ｡ む しろ ､ 様 々 な専門領域を横断 した視野から獲

得され る べ き で あ ろう｡

こ れま で の 教養教育 ･
一

般教育はそ の ような見地か

ら設定されたもの で はない か ､
と い う意見もあろう｡

しか し､ 専門的領野におけ る課題を与えられて い ない

状況と ､ 与え られ て い る状況におい て ､ 科 目横断的な

学習の 意味あい はま っ たく異な る｡

各学生が拠 っ て 立 つ べ き領域をある程度習熟した後

における ､
一 般教育は ､ 自分の 専門領域を相対化 し､

全体的な見地から見直す契機となるもの で ある｡ そ の

場合の
一

般教育は ､ 漸進的発展の ために ある の で は な

く ､ む しろ批判的態度の 養成と して ある｡ 学問におけ

る フ ィ
ー ド バ ッ ク能力と して の役割が期待で きる の で

ある｡

人文学部におけ る ｢ 教養ⅠⅠ種+ 科目は ､ 上記 の よう

な意図の もとに設置された もの と私は考え て い る｡ 残

念なが ら､ 設置される場合に ､ 上記 の ような議論が文

章に残 るような仕方で展開されたわけで もない し､ 既

に実施に入 っ て い る現在におい て も､ 学生
･ 教官双方

に ､ 共通理解が存在するに至 っ て おらず､ 上記 の 機能

を果た し て い るとは到底言い 難 い が ､ 少なくとも ､

｢ 教養ⅠⅠ種+ の 理念と して は存在 して い る｡ そ して ､

批判的能力が カ ル チ ュ ラ ル
･ リ テ ラ シ

ー

と言われるも

の の 姿 で あろう｡ も し､ カ ル チ ェ ラ ル
･ リ テ ラ シ

ー が

現在求め られて い る基礎能力で あるとすれば､ ｢ 教養

ⅠⅠ種+ も定着する日がや っ てくるだろう｡

｢ 教養ⅠⅠ種+ が批判的能力の 滴養の ために あると考

えるが ､ こ の批判的能力は ､ 思想史の 流れを振り返れ

ばすぐに分か る ように ､ 目 に見える具体的な成果を生

み 出すもの で はな い がゆえに ､ 空論と し て常に非難
･

噸笑 の的にな っ てきたもの で ある｡ しか し､ 目 に見え

るもの しか価値を持たない という素朴な思考が優勢な

時代ならばい ざ知らず､ 現在 の ように知識
･ デ - タが

電子化され､ ますます見えにくい もの にな っ て い る時

代に ､ 目 に見えるもの を生み 出す能力だけが重ん じら

れると い う の も奇妙な ことで あろう｡

最後に ､ 墳末 な こ と で あるが ､ ｢ 教養ⅠⅠ種+ と い う

名称 ､ そ し て そ もそも ｢ 教養教育+ ､ ｢
一

般教育+ と

い う名称が ､ 学生
･ 教官に意欲を引き起こすもの でな

い と したら､ ア メ リ カ合衆国の諸大学の ように ｢ コ ア
･

カ リ キ ュ ラ ム+ と
.
い う名称を援用する方法もある o

｢ コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム+ と同じもの を目指すの か どう

かという点でも議論の 余地はある以上 ､ 名称に つ い て

も今後検討 して い く必要が あろう｡
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